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対象用地　１０,６３２．62㎡

※本事業は、市庁舎の移転整備との関係もあることから、スケジュールは現時点での想定であり、今

後、具体的な取り組みを進める中で、変更する場合があります。　　

現
在
、
庁
舎
の
移
転
に
向
け
た
取
り

　
現
在
、
庁
舎
の
移
転
に
向
け
た
取
り
組組

み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
現

み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
現
在在

の
庁
舎
が
中
心
市
街
地
内
に
位
置
し

の
庁
舎
が
中
心
市
街
地
内
に
位
置
し
てて

い
る
こ
と
か
ら
、
庁
舎
移
転
に
よ
る
に

い
る
こ
と
か
ら
、
庁
舎
移
転
に
よ
る
に
ぎぎ

わ
い
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
、
跡
地

わ
い
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
、
跡
地
をを

有
効
に
活
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

有
効
に
活
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。。

こ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
、
従
来
か

　
こ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
、
従
来
か
らら

要
望
の
多
い
図
書
館
機
能
や
、
公
園
な

要
望
の
多
い
図
書
館
機
能
や
、
公
園
な
どど

を
備
え
た
市
民
交
流
施
設
の
建
設
に

を
備
え
た
市
民
交
流
施
設
の
建
設
に
向向

け
、
本
施
設
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方

け
、
本
施
設
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方
をを

示
し
た
「
海
南
市
庁
舎
跡
地
活
用
基
本

示
し
た
「
海
南
市
庁
舎
跡
地
活
用
基
本
方方

針
」
を
策
定
し
ま
し
た

針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。。

１

スケジュール２

海南市庁舎跡地活用基本方針の主な内容
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平成３１年度中の完成を想定
H２８ 基本計画策定 → H２９～３０ 基本・実施設計

現市庁舎・児童図書館等解体
→ H３１ 建設工事

※市民交流施設完成後、市民会館を解体します。

敷地面積施設名等

０３,２７６．８６㎡①市庁舎（本館・南別館）
００,５７８．１８㎡②市庁舎（東別館）
０１,８６０．１８㎡③市役所東駐車場
００,２４３．８９㎡④児童図書館
０３,０１８．００㎡⑤燦々公園
０１,６５５．５１㎡⑥ながみね農業協同組合所有地
１０,６３２．６２㎡合計

海南保健
福祉センター

対象用地（太枠内）

N
① ②

③

④

⑤
⑥

　ご
意
見
・
お
問
い
合
わ

ご
意
見
・
お
問
い
合
わ
せせ

企
画
財
政
課

　
企
画
財
政
課
　

☎
4
8
3
‐
8
4
0

☎
4
8
3
‐
8
4
0
55

思思

4
8
２
‐
０
０
９

4
8
２
‐
０
０
９
99

死死kkiikkaakkuuzzaaiisseeii@@cciittyy..kkaaiinnaann..llgg..jjpp

広報かいなん ● 2016‐53

基本理念３
　整備方針　

市民が集い、にぎわう　交流拠点の創出

１．世代や性別を問わず、誰もが利用できる施設

２．一人でも、みんなでも、利用価値を見出せる施設

３．長時間にわたり、滞在することのできる施設

　整備内容　

　①図書館機能

　市民交流施設を、世代や性別を問わず、誰もが利用できる施設とするため、以前から要望の

多い図書館機能を本施設の中心機能とします。また、最大の目的である“にぎわいの創出”を実

現するため、飲食しながらの読書や、利用者同士の会話を楽しむことができるなど、従来の図書

館のイメージにとらわれない整備を目指します。

　②市民活動・生涯学習活動の支援機能

　市民活動・生涯学習活動を支援するため、舞台等のホール機能を有した多目的室や会議室、

談話スペースやギャラリースペースを整備します。

　③子育て支援機能

　整備中の認定こども園や子育て支援センターなどの周辺施設と一帯で、若い世代の子育てを

支えられるよう、検討を進めます。また、親子で一緒に、あるいは、子どもが保護者の手を離れ、

それぞれが楽しむことのできる施設・機能など、子育ての負担軽減につながる機能を設置します。

　④飲食スペース

　市民の憩いの場として、カフェやレストランなどの飲食スペースを設置します。

　⑤広場

　来訪者の安らぎの場、あるいは子ども達の遊びの場として、広場を整備します。

想定事業費４ 約30億円
　※想定事業費は、施設そのものの整備費用のみで、既存施設の解体費用は含まれていません。また、想　

　　定事業費は概算額であり、今後、具体的な整備内容の検討を進める中で、改めて整備費用を算定します。

 

事業手法５
民間事業者から基本方針に基づいた事業提案を募集し、
提案事業者自らが運営することを想定

提案募集 基本計画 設計へのアドバイス

設計

庁舎移転 庁舎解体

建設工事

管理運営（指定管理者）

※同一事業者が 白字 部分を行うことを想定しています。

　　H32～　　H31　　H30　　H29　　H28
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▼
▼

▼民健康保険税率等を改正します 問 保険年金課国保年金係（☎４８３‐８４５１）

加入者の高齢化や医療技術の高度化などにより医

療費が増加しているため、大変厳しい財政状況と

なっていることから、平成２８年度の国保税率等を

下表のとおり改正します。

　今後も、加入者の皆さまが安心して医療を受け

ることができるよう、国保の安定的な運営を図り

ますので、ご理解とご協力をお願いします。

国

保税の軽減対象世帯を拡充します国

介護２号
被保険者分

後期高齢者
支援金分医療分

区分
改正後改正前改正後改正前改正後改正前

２.４％2.0％２.７％2.2％７.８％6.9％所得割

１３％１０％１２％１２％３５％３８％資産割

１０,７００円８，６００円８,１００円６，１００円２６,３００円２３，０００円均等割

５,９００円５，２００円７,１００円５，８００円２１,６００円２０，０００円平等割

１６０，０００円１４０，０００円１７０,０００円１６０，０００円５２０,０００円５１０，０００円課税限度額

問 保険年金課国保年金係 （☎４８３‐８４５１）

軽減判定所得の基準
区分

改正後改正前

３３万円（改正なし）３３万円７割軽減

３３万円＋（２６.５万円×被保険者数）３３万円＋（２６万円×被保険者数）５割軽減

３３万円＋（４８万円×被保険者数）３３万円＋（４７万円×被保険者数）２割軽減

　国保税の軽減は、前年の所得が一定基準以下の世帯に対して措置される制度で、「均等割」と「平等

割」について「７割」、「５割」、「２割」相当分を軽減します。

　この軽減判定所得の基準を下表のとおり改正し、「５割軽減」と「２割軽減」について、低所得者に対

する国保税軽減の対象世帯を拡充します。

　国民健康保険（国保）は、加入者が病気やけが

をしたときに、安心して医療を受けることができ

るよう、原則として医療費の７割を給付する制

度です。その財源は、国・県の負担金や加入者

の国保税などで賄われています。

　本市国保では、国保税の収納対策や医療費適

正化、特定健康診査等に取り組んでいますが、

期高齢者医療制度の
　保険料率等が改正されます

後 問 和歌山県後期高齢者医療広域連合（☎４２８‐６６８８）
　 保険年金課医療係（☎４８３‐８４３６）

　後期高齢者医療制度の平成２８・２９年度の保険

料率等が決定しました。

　保険料は、被保険者全員が負担する均等割と、

被保険者の所得に応じて負担する所得割の合計

額となります。なお、所得の少ない人などには

今までどおり軽減制度があり、さらに均等割額２

割・５割軽減の対象が拡充されます。

　平成２８年度保険料額の通知は、７月中旬に送

付します。

賦課限度額
（上限保険料額）所得割均等割年度

５７万円８.９３％４４,１７７円平成２８・２９
年度（年間）

５７万円８.５５％４４，７３０円平成２６・２７
年度（年間）

広報かいなん ● 2016‐55

保険年金課からのお知らせ

　医療費は年々増加しています。平成２６年度国保

データベースシステムによる分析では、１人当た

り医療費、外来患者数（千人当たり人数）ともに、

国や県、同規模市の平均を大きく上回っています。

　医療費の増加を抑えるためにも、一人ひとりが

適正な医療サービスを受けるよう心掛けましょう。

　また、現在、社会保険などに加入されている人

も、退職後には国民健康保険（国保）に加入する

ことになります。

　国保の財政運営を健全で安定的なものにするた

め、日頃の生活習慣を振り返り、運動や食事に気

を付けて、健康の保持・増進に努めましょう。
▼▼１人当たり医療費

▼▼外来患者数（千人当たり人数）

（円）

国保データベースシステムから

本市 同規模市 和歌山県 国

３０６,４２０

２８８,９７２ ２８３,１７６ ２７９,５０４

（人）

本市 同規模市 和歌山県 国

８０９.１

６６２.５ ７０６.３
６５２.３

▼かかりつけ医を持ちましょう

▼重複受診は避けましょう

▼ジェネリック医薬品を利用しましょう

医療費の節約にご協力ください

▼来の国保税負担の軽減に向けて～一人ひとりの心掛けで国保税の負担を抑えることができます～

問 保険年金課国保事業係（☎４８３‐８４０４）将
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▼薬の飲み合わせに注意しましょう

▼夜間や休日の受診はなるべく避けましょう
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氏　名

 井澤 　 節女 
い ざ わ  せ つ め

 杉本 　
すぎもと

 昌子 
ま さ こ

 今川 　 伸 
いまがわ しん

 髙城 　 正光 
た か ぎ  まさみつ

 中口 　 雅博 
なかぐち まさひろ

 石橋 　 徳子 
いしばし のりこ

 大田 　 まり子 
おおた まりこ

 妻木 　
つ ま き

 茂 
しげる

 榮川 　
え か わ

 二美子 
ふ み こ

▼人権擁護委員の皆さん（敬称略）

人権擁護委員制度をご存知ですか
～６月１日は人権擁護委員の日です～
　人権擁護委員は、人権擁護について深い見識を持ち、人権尊重思想の普及のため、積極的に活動しています。

街頭啓発活動

日時　６月１日㈬　１１時～

場所　スーパーセンターオークワ海南店・松源下津店

特設人権相談所開設

　人権に関わる問題でお悩みの人は、１人で悩まず相談

してください。相談は無料で、秘密は守られます。人権

擁護委員が相談に応じます。

日時　６月１日㈬　１３時～１６時

場所　市民会館 第３集会室、住民センター 第１会議室、

下津防災コミュニティセンター 第１研修室

法務局の常設相談所（☎０５７０‐００３‐１１０）

相談時間　８時３０分～１７時１５分（土日祝除く）

相談内容　人権に関わる問題

担当　人権擁護委員及び和歌山地方法務局職員

　賃金引上げの恩恵が及びにくい低年金受給者の支援と、高齢者世帯の年金を含めた所得全体の底上げ

を図るため、「年金生活者等支援臨時福祉給付金（高齢者向け）」を支給します。

　なお、消費税率８％への引き上げに伴う低所得者への影響を緩和するために実施している臨時福祉給付

金及び年金生活者等支援臨時福祉給付金（障害・遺族基礎年金受給者向け）の受付時期につきましては、９

月上旬以降を予定しますが、詳細が決まり次第、広報かいなんなどでお知らせします。

申請はもうお済ですか？
年金生活者等支援臨時福祉給付金（高齢者向け）の申請受付中

時　間日　程窓口開設場所

８時30分

～

17時15分

７月１９日㈫まで
（土日祝除く）

海南保健福祉センター
１階特設窓口
下津行政局
野上支所
巽・亀川出張所

対象者　平成２７年１月１日現在で本市に住民登

録があり、平成２７年度の市民税（均等割）が非

課税の人で、市民税が課税されている人の被扶養

者や生活保護の被保護者でない人のうち、平成

２８年度に６５歳以上となる人

※支給対象となる可能性のある人には、すでに申

請書を送付しています。また、次の場所でも配布

しています。

支給額　１人につき30,000円

申請書配置場所　市役所、下津行政局、野上支所、

巽・亀川出張所

申請方法　申請書に所定の事項をご記入の上、必
問 臨時福祉給付金担当（☎４８３‐８６２７）

要書類を添えて、同封の返信用封筒に入れて郵送、

または下記窓口まで持参してください。

必要書類　①申請書　②振込希望口座の通帳または

キャッシュカードの写し　③本人確認書類の写し

申請期間　７月１９日㈫まで（当日消印有効）

問 市民交流課人権推進係 
　 （☎４８３ ‐ ８４３９）

広報かいなん ● 2016‐57

◆交付手数料は「無料」！（紛失等に伴う再発行については有料）

◆マイナンバーを必要とする手続きでも、「カード１枚」でマイナンバーの確認

と本人確認ができます。

※カードの申請については任意です。

問 市民課 
　 （☎４８３ ‐ ８４５０）

場　所時　間開設日（すべて日曜日）

市民課（市役所１階）９時～１２時５月１日、８日、１５日、２９日

マイナンバーに関する日曜窓口を開設します

＜開設日にできる手続き＞

日曜窓口の
ご活用を！

マイナンバーカードの受け取りには、本人確認のために以下の書類が必要です

①本人確認書類　官公署が発行した顔写真付き証明書１点（運転免許証等）

　（お持ちでない人は、顔写真なしの証明書２点（健康保険証、年金手帳等））

②交付通知書（案内はがき）　交付場所などをお知らせするために送付しています

③通知カード　マイナンバーカードと引き換えになります

④住民基本台帳カード（お持ちの人のみ）

①マイナンバーに関する手続き

▼マイナンバーカード（顔写真付きカード）の

受け取り

※下津町地区および北・中・南野上地区に

在住で、日曜窓口で「マイナンバーカー

ド」の受け取りを希望する場合は、必ず

事前に市民課（または下津行政局か野上

支所）までご連絡ください。

②住所の異動等に関する手続き

▼転入・転居・転出届

▼住民票や戸籍に関する証明書の交付

▼印鑑登録証明書の交付など

※住所変更に伴う手続きで、市民課の窓口では行って

いない手続きについては、直前の金曜日までに担当

部署に連絡をお願いします。ただし、確認書類が必

要な手続きは、当日に処理できない場合があります。

※スマートフォンやパソコンでの申請もできます。申請方法については、下記の公式サイトをご覧ください。

マイナンバーカード　申請 検索

問 マイナンバー総合フリーダイヤル【通話無料】
　 （☎０１２０ ‐ ９５ ‐ ０１７８）
※平　日　９時３０分～２０時
　土日祝　９時３０分～１７時３０分

申請してね！マイナンバーカード

郵便 
 申請

マイナンバーカード総合サイト
　http://www.kojinbango‐card.go.jp

※カードを受け取る際に、２種類の暗証番号（数字４桁、英数字６文字以上１６文字以下）

が必要となりますので、あらかじめ決めておいてください。
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市県民税軽自動車税固定資産税

０６月３０日５月３１日第１期

０８月３１日－０８月０１日第２期

１０月３１日－１２月２６日第３期

０１月３１日－０２月２８日第４期

　納税通知書は次の日程で発送します。税がかかる

と思われる人で、お手元に納付書が届かない場合は、

各係へお問い合わせください。

▼固定資産税（資産税係）　　５月１０日㈫発送予定

▼軽自動車税（住民諸税係）　５月１０日㈫発送予定

▼市県民税（住民諸税係）　　６月１０日㈮発送予定

　口座振替制度を利用すると、預（貯）金口座から自

動的に振替納付ができ「便利」です。また、現金を持

ち歩く必要がなく「安心」で、納期日に振り替えられま

すので、「確実」です。

　申請は、税務課、下津行政局、支所・各出張所、預

（貯）金口座がある次の金融機関で取り扱いできます。

【金融機関】　紀陽銀行、ながみね農業協同組合、き

のくに信用金庫、近畿労働金庫、三菱東京ＵＦＪ

銀行、和歌山県信用漁業協同組合連合会、ゆう

ちょ銀行または郵便局

　口座振替で軽自動車税を納付している人

には、車検用納税証明書を６月１５日㈬頃発

送する予定です。６月１５日までに車検用

納税証明書が必要な人は、税務課、下津行

政局、支所・各出張所で交付申請をお願い

します。

　なお、２７年度分の口座振替済通知書にて

既にお知らせしていますが、２８年度分から

車検が必要な車両のみを対象に口座振替済

通知書を発送します。

平成２８年度
市税のお知らせ

１　納税通知書の発送 ２　各税目の納期限

　納期限より納付が遅れた場合には、納期限の翌日から完納する日までの日数に

応じて延滞金を納付しなければなりません。また、督促状が送付されてもなお納

付されない場合には、差押による強制徴収を受けることになります。

　何らかの事情があり、すぐに納付できない場合は、必ず税務課収納係までご相談ください。

　なお、５月中の毎週火・木曜日(祝日を除く）は、夜８時まで電話による納税相談を受け付けていま

すので、ご利用ください。

問 税務課住民諸税係（☎４８３‐８４１６）
　 　　　資産税係（☎４８３‐８４１７）
　 　　　収納係（☎４８３‐８４１８）

３　税の納付に口座振替をご利用ください ４　車検用納税証明書

５　納期限までに納付できない場合はご相談ください

換価の猶予　市税の納付で、事業の継続または生

活の維持を困難にするおそれがあるときなどは、

納期限から６カ月以内に申請することで、１年

以内の換価の猶予が認められる場合があります。

徴収猶予　次のような理由から市税の納付ができ

ないときは、申請することで、１年以内の徴収

猶予が認められる場合があります。

①災害、病気、休廃業、事業上の著しい損失など

②税務署への修正申告などから、本来の期限から

６　市税を一時に納付できない人のために猶予制度があります
１年以上経過した後に納付すべき市税が確定し

たこと（※この場合は、納期限までに申請する

必要があります。）

　猶予が認められると、猶予期間中の延滞金の全

部または一部が免除されます。また、財産の差押

えや換価（売却）が猶予されます。

※原則として、猶予を受けようとする金額に相当

する担保を提供する必要があります。

広報かいなん ● 2016‐59

海南市総合計画審議会
委員募集

委員の任期　

　委嘱の日から平成２９年９月まで（予定）

募集人数　３人

応募資格　次のすべての条件を満たす人

　①海南市のまちづくりに関心を持ち、積極的

　　に意見を述べることが出来る人

　②海南市内に在住している満20歳以上の人　

　　（平成２８年５月１日現在）

　③平日の日中に開催する会議に出席できる人

　④国、地方公共団体の議員または常勤の公務

　　員でない人

問 企画財政課（☎４８３‐８４０５
死kikakuzaisei@city.kainan.lg.jp ）
 〒６４２ ‐ ８５０１　海南市日方１５２５ ‐ ６

応募方法　

　①応募用紙に必要事項をご記入いただき、郵　

　　送、ファックス、電子メール、もしくは持参に

　　より提出してください。

　②提出書類等は返却できません。

　③応募用紙は、企画財政課で配布または市公式

　　ホームページからダウンロードできます。

応募期間

　平成２８年５月２日㈪から５月２０日㈮

　午後５時１５分（必着）

※採用予定日までに免許資格の取得見込の人を

含みますが、免許資格を取得できなかった場

合は、採用資格を失います。

※地方公務員法第１６条（欠格条項）の規定に該当す

る人及び日本国籍を有しない人は受験できません。

※保育士・幼稚園教諭については、上記に加え、

学校教育法第９条（欠格条項）に該当する人も

受験できません。

採用予定日　平成２９年４月１日

試験など（予定）　一次試験は、６月２６日㈰に行

います。また、二次試験は７月中旬に行う予

定です。

※試験会場、時間などの詳細は、受験票送付時に

通知します。

申込受付期間　５月２日㈪～２３日㈪（土日祝日

を除く８時３０分～１７時１５分）の間に市役所

４階総務課で受付。郵送（必ず簡易書留郵便と

すること）の場合は、５月２３日㈪までの消印

有効。

応募申込書などの配布　市役所１階受付、総務

課、下津行政局、支所・各出張所、教育委員会、

物産観光センター（土日祝日は、市役所１階受

付、下津行政局、物産観光センター）で配布。

※市ホームページからもダウンロード可。

※郵送で申込書などを請

求する場合は、別途お

問い合わせください。

※応募できる職種は１つ

に限ります。また、申込

書受理後の職種変更は

できません。

募集人員受験資格募集職種

３人
保育士資格及び幼稚園教諭
免許の両方を有する、昭和５７
年４月２日以降に生まれた人

保育士・
幼稚園教諭

１人
社会福祉士資格を有する昭
和５７年４月２日以降に生ま
れた人

社会福祉士

海南市職員募集 問 総務課人事係（☎４８３‐８４０７）
 〒６４２ ‐ ８５０１　海南市日方１５２５ ‐ ６

　本市の総合的かつ計画的な方針を定めた第１次海南市総合計画が、平成２８年度に計画期間の終了を迎

えることから、第２次海南市総合計画を策定します。計画策定にあたっては、学識経験者や各種団体の

代表者などで構成する「海南市総合計画審議会」の意見を伺うこととしており、今回、市政への市民参

加を推進し、幅広い視点からの意見や提言を求めるため、審議会の委員を募集します。
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みんなの強みを活かせ！
　　～安全・安心な社会に一億総活躍～

　
　問 市民交流課（☎４８３‐８４５５）

○５月は消費者月間です！
　国では、昭和63年から毎年5月を消費者月間として統一テー

マを設定し、消費者、事業者、行政が一体となって、消費者問題

に関する啓発・教育等の事業を集中的に行ってきました。

　今年は「みんなの強みを活かせ！～安全・安心な社会に一億総

活躍～」を統一テーマに掲げ、各種の関連事業に取り組むことと

しております。

○悪質業者は高齢者をターゲットにしています！

　平成27年4月～9月に和歌山県消費生

活センターに寄せられた苦情相談件数は

3,129件で、60歳以上の高齢者層からの

相談件数は1,141件と、全体の約4割を占

めています。

【苦情相談の主な内訳】

○困った時はひとりで悩まずに
　気軽に相談しよう！
　平成２７年７月１日より、３桁の消費者ホットライン「１８８（いやや！）番」での案内を開始しました。

　全国には、消費生活センターが７８６か所（平成２７年4月1日時点）あり、そのほか、ほとんどの市

区町村に消費生活相談窓口が設置されています。消費者ホットラインは、全国共通の電話番号で、地方

公共団体が設置している身近な消費生活相談窓口を御案内いたします。

　また、海南市では毎月第2木曜日に消費生活専門相談員による無料相談を行っています。

消費者トラブルや契約の質問など、お気軽にご相談ください。

＜定期相談＞　日　時　毎月第２木曜日　１３時～１６時（祝日の場合は第１木曜日になります）

　　　　　　　場　所　海南保健福祉センター１階　相談室１

＜相談窓口＞　市民交流課　（☎４８３‐８４５５）

　　　　　　　市民相談室　（☎４８３‐８４５４）

　　　　　　　和歌山県消費生活センター　（☎４３３‐１５５１）

　　　　　　　海南警察署　（☎４８２‐０１１０）

○消費者月間特別講座を開催します！
日　時　５月２５日㈬　１３時３０分～

場　所　海南保健福祉センター２階　多目的ホール

テーマ・講師　「電力自由化について」（関西電力㈱）

定　員　１００人程度（先着順）

申込・問合せ　市民交流課　（☎４８３‐８４５５）

　　　　　　　

　ウェブサイト関連

　固定通信回線

　健康食品

　不動産貸借

　６４４６４４件件

　２５５２５５件件

　９１９１件件

　８９８９件件

広報かいなん ● 2016‐511

　取引（商売）や証明（学校や病院の体重計など）に使っている「はかり」は、定期検査が義務付けら

れています。次の日程で定期検査を行いますので、取引や証明に使用している「はかり」は、最寄りの

検査場所で検査を必ず受けてください。

　また、「はかり」を使って品物を販売するお店を新規に始められた人や、「はかり」を取引や証明に使

わなくなった人は、上記までご連絡ください。

主な手数料（当日ご持参ください）

▼検出部が電気式または光電式のもの

（ただし、１トン以下のもの）

秤量１００㎏以下…１,４００円、２５０㎏以下

…１,８００円、５００㎏以下…２,２００円

▼天秤、等比皿はかり、不等比皿はか

り、不等比台はかり、手動指示併用

はかり、ばね式はかり

秤量１００㎏以下…５００円、２５０㎏以下

…９００円、５００㎏以下…１,５００円

実施場所実施時間実施日
加茂川幼稚園１０時～１２時

５月１２日㈭
下津港湾防災会館１３時３０分～１５時３０分
塩津コミュニティセンター１０時～１２時

５月１３日㈮
下津行政局１３時３０分～１６時
亀川公民館１０時～１１時３０分

５月１８日㈬ 大野公民館１３時～１４時
野上支所１４時３０分～１６時
内海公民館１０時～１２時

５月１９日㈭
黒江防災コミュニティセンター１３時３０分～１６時

海南保健福祉センター１０時～１２時
１３時３０分～１６時５月２０日㈮

特定計量器【はかり】の
定期検査のお知らせ

問 産業振興課（☎４８３‐８４６０）
　和歌山県商工観光労働総務課計量指導班
　（☎４４１‐２７１３）

講　師曜日・時間場　所（材料費など）教室名

尾崎さん13：0０～15：００第４㈬　

住民センター
・華道花代1回1,300円
・フラワーアレンジメント
　花代１回1，3００円
・書道書苑代年間４，8００円

俳　　　句

新田さん１９：３０～２１：００第1･3㈮コ ー ラ ス

森田さん１9：3０～21：００第1･3㈫リフレッシュ体操

西田さん第2㈬　　　19:30～21:00
華　　　道

フラワーアレンジメント

保田さん、吉田さん１９：3０～２１：００第4㈬　写　　　真

辻さん１９：0０～２１：００第2・4㈬書　　　道

米田さん１９：0０～２１：００第1㈭手芸（編み物）

堀江さん１９：3０～２１：００第2･4㈬手　　　話

寺杣さん１3：0０～15：００第２㈬絵　手　紙

津毛さん１９：３０～２１：３０第２・４㈭　中野上公民館
・華道花代１回１,３００円
・アレンジメントフラワー
　花代１回１，３００円
・書道書苑代年間４，8００円

書　　　道

米田さん１９：３０～２１：３０第1・3㈪手芸（編み物）

西田さん１９：３０～２１：３０第2･4㈪
華　　　道

アレンジメントフラワー

米田さん１3：００～１5：００第１・３㈭　
木津集会所

手芸（編み物）

斉藤さん１4：００～１6：００第１・３㈫　民　　　舞

西田さん１３：３０～１５：００第１・３㈬且来児童会館生　け　花

成人講座受講生募集 申・問 住民センター（☎４８７ ‐ １８３９）

　◆受講料　無料（ただし、材料費等は自己負担）
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①満開のさくらの下でお花見を楽しみました

②巫女が「浦安の舞」を奉納しました ③アンティークな商品や雑貨が並びました

　6月に誕生日を迎えるお子さん（満１～３歳）の写真データ（サイズ１MB以上）に、❶氏名（ふ
りがな）❷生年月日❸住所❹連絡先を明記の上、企画財政課広報広聴係までメール（kikakuzaisei@
city.kainan.lg.jp）でご応募ください（市内在住の人に限る）。　　締切日　5月10日㈫

 山  家   万  知  ちゃん
やま が ま ち

Ｈ２７.５.１生
 宮  前   洸  太  ちゃん
みや まえ こう た

Ｈ２５.５.４生
 岡  本   一  澄  ちゃん
おか もと いち と

Ｈ２７.５.５生

 溝  上   皐  月  ちゃん
みぞ がみ さ つき

Ｈ２７.５.８生
 井  田  
い だ

 恭 
きょう

 花  ちゃん
か

Ｈ２５.５.２１生
 宮  尾   真  以  ちゃん
みや お ま い

Ｈ２５.５.２８生
 久  保   陽  輝  ちゃん
く ぼ はる き

Ｈ２５.５.７生

　４月３日、各地で春のイベントが開催され

ました。今年も多くの人で賑わっていました。

①亀池さくらまつり（亀池公園 多目的広場）

②菓子祭・全国銘菓奉献祭（橘本神社）

③海南サンデーマーケット（温山荘公園）

のイベント 各地で開のイベント　各地で開催催

満開のサクラの下満開のサクラの下でで

春春

広報かいなん ● 2016‐513

　東日本大震災から5年目となる３月１１日、海南市

をはじめ、紀北地域の７消防本部がマリーナシティ

―に集まり、大規模地震等災害対応実践訓練を開催

しました。

　倒壊した家屋からの救出を想定した訓練など、各

消防隊員は連携しながら、緊迫感あふれる訓練を行

いました。
チェーンソーを使った救出訓練の様子

　海南文化協会の創立７０周年を記念した行事

が３月２６日、２７日に海南保健福祉センターで

開催されました。２日目の記念式典では、感謝

状の贈呈のほか、写真や日本画、短歌などのコ

ンテスト受賞者への表彰状授与、文化協会の歴

史を振り返る報告などがありました。

　１月２４日に開催された第３５回チャリティー

芸能大会（海南市婦人会連絡協議会主催）にて、

皆さまからいただきましたご厚志により、研修

会や講演会の際に使用するスクリーンおよび

プロジェクターを本市に寄付していただくこ

とになりました。

像機器一式を寄像機器一式を寄贈贈

海南市婦人会連絡協議海南市婦人会連絡協議会会

映映

　下津町出身の春日野親方が指導する春日野部屋の力

士たちが３月２８日、市民交流センターに集結し、「春日

野部屋大相撲イベント」を開催しました。

　幕内の３力士、栃煌山、栃ノ心、碧山がイベントに参

加。大銀杏や相撲文字、太鼓の実演のほか、参加力士に

よるトークショーも行われ、大相撲界の裏話もあり、会

場は盛り上がりました。 「大銀杏」の実演も行われました

岩井会長から市長へ目録が贈呈されました前日祭（２６日）で行われた芸能部交流会

害に強い町づくりをめざし害に強い町づくりをめざしてて

大規模地震等災害対応実践訓練を実大規模地震等災害対応実践訓練を実施施

災災

目を祝い、盛大に開目を祝い、盛大に開催催

海南文化協会 創海南文化協会　創立立７０７０周年記念行事周年記念行事

節節

役の力士とふれあいまし役の力士とふれあいましたた

春日野部屋大相撲イベン春日野部屋大相撲イベントト

現現
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日時　５月６日㈮
　　　10時30分～１２時
場所　総合体育館 研修室
問い合わせ　NPO法人ゆう
ゆうスポーツクラブ海南

　（緯４８３ - ６４５４）

絵本の読み聞かせ

　
５
月
の
子
育
て
ひ
ろ
ば
は
、

体
に
優
し
い
液
を
使
っ
て
ス
タ

ン
プ
遊
び
（
記
念
の
手
形
づ
く

り
）
を
楽
し
み
ま
す
。
汚
れ
て

も
い
い
服
装
で
来
て
ね
。

対
象
　
幼
稚
園
・
保
育
所
に
入

る
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

◆
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
１
歳
程
度
ま
で

内
容
　
ス
タ
ン
プ
あ
そ
び

◆
巽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
和

室
は「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

★
わ
ん
ぱ
く
公
園
は
「
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
」

時
間
　
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

◆
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
　
時
１０

　
～
と
　
時
　
分
～
の
２
部
制

１０

５０

★
わ
ん
ぱ
く
公
園
は
　
時
　
分

１０

３０

　
～
　
時
　
分

１１

３０

参
加
費
　
子
ど
も
１
人
１
０
０
円

持
ち
物
　
お
茶
、
タ
オ
ル
等

◆
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
は
必

ず
バ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
で
す
。

開催場所日程
亀川公民館０９日㈪
わんぱく公園（★）１０日㈫
黒江防災コミュニティセンター１１日㈬
巽コミュニティセンター和室（◆）１３日㈮
北野上公民館１８日㈬
内海公民館２０日㈮
巽コミュニティセンター２３日㈪
大野公民館２４日㈫
下津防災コミュニティセンター２５日㈬
市民会館２６日㈭

　
よ
り
子
育
て
が
楽
し
く
感
じ

ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
子
育

て
中
の
皆
さ
ん
が
自
由
に
交
流

で
き
る
場
と
し
て
「
ほ
っ
と
カ

フ
ェ
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

開催場所日程
巽コミュニティセンター１２日㈭
大野公民館１６日㈪
内海公民館１７日㈫
亀川公民館１９日㈭
市民会館２５日㈬
下津防災コミュニティセンター２６日㈭
北野上公民館３１日㈫

場
所
　
海
南
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
平
成
　
年
　
月
１
日
～

２７

１１

　
平
成
　
年
２８

　
１
月
　
日
３１

生
ま
れ
の

子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
エ

プ
ロ
ン
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

申
込
期
限
　
５
月
　
日
㈮

１３

歯
を
丈
夫
に
す
る
フ
ッ
化
物
塗
布

日
時
　
５
月
　
日
㈫

１７

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１４

３０

１５

３０

場
所
　
海
南
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

モ
グ
モ
グ
教
室

日
時
　
５
月
　
日
㈪
　

１６

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１３

３０

１５

３０

　
ど
の
会
場
へ
も
自
由
に
何
回

で
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。
マ
マ

だ
け
の
参
加
も
大
歓
迎
☆

開催時間　９時３０分～１１時３０分
（時間内でフリーイン・フリーアウト）

５月

５月

対
象

▼
１
歳
６
カ
月
児
健
診
終
了
後
、

４
歳
誕
生
日
の
前
日
ま
で

▼
過
去
３
カ
月（
　
日
）以
内
に

９０

フ
ッ
化
物
塗
布
を
し
て
い
な
い
人

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
歯

ブ
ラ
シ
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

申
込
期
限
　
当
日
の
正
午
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
健
康
課（
☎
４
８
３
‐
８
４
４
１
）

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
☎
４
９
２
‐
３
３
４
９
）

広報かいなん ● 2016‐515

牛
乳
パ
ッ
ク
ボ
ー
ル
で
遊
ぼ
う

日
時
　
５
月
　
日
㈬
　
時
～
　
時

１１

１０

１１

申
込
方
法
　
５
月
　
月
㈫
ま
で

１０

に
左
記
へ
電
話
で
申
込

園
庭
開
放

日
時
　
５
月
　
日
㈬
、
　

日
㈬
、

１８

２５

　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

※
参
加
希
望
者
は
当
日
受
付
へ

〈
共
通
事
項
〉　

場
所
　
マ
リ
ア
幼
稚
園

　
本
市
で
は
、
子
ど
も
を
産
み

育
て
た
い
と
切
望
し
て
い
な
が

ら
も
、
不
妊
お
よ
び
不
育
に
悩

む
夫
婦
に
対
し
て
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
に
、
不
妊

治
療
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
対
象
に
な
る
期
間

を
連
続
２
年
間
と
定
め
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
　
年
度
か
ら
は

２８

期
間
を
撤
廃
し
、
１
年
度
に
つ

き
３
万
円
を
上
限
と
し
、
最
高

６
万
円
ま
で
の
助
成
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
　

健
康
課（
☎
４
８
３
‐
８
４
４
１
）

一
般
不
妊
治
療
助
成
の

期
間
が
変
わ
り
ま
す

対
象
　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

　
子
育
て
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
マ
リ
ア
幼
稚
園

（
☎
４
８
２
‐
２
１
９
０
）

日
時
　
５
月
　
日
㈰

２９

【
分
科
会
】
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１２

１０

会
場
　
拝
待
体
育
館
・
下
津
第

一
中
学
校
（
※
上
履
き
必

要
）
・
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

【
全
体
会
】
　

時
～
　
時
　
分

１３

１５

５０

会
場
　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

【
記
念
講
演
】

　『
人
間
が
幸
せ
に
な
る
た
め
の

経
済
学
』
講
師
　
浜
 矩
子
さ
ん

参
加
協
力
券
　
５
０
０
円

保
育
所
　
１
家
族
３
０
０
円

（
要
事
前
申
込
）

手
話
通
訳
有
り（
要
事
前
申
込
）

問
い
合
わ
せ
　
大
会
事
務
局

（
☎
４
２
３
‐
２
２
６
１
）

１３時　木工作講　～端午の節句～
１３時　（要1０名　２００円）

１
日
㈰

１３時　フルーツサンド作り♪講
１３時　（要5０名　４００円）

３
日
㈫

１０時　第２回百花りょう乱わんぱく音楽祭♪
１３時　出店もあるよ（ ô̂）／

４
日
㈬

１２時　かしわ餅作り（先着５０名　１００円）

５
日
㈭

１３時　田村まさみさんのライブペイント
１３時　～元気いっぱい～（約４５分間）
☆終了後、 ①楽がきアート＆ ②粘土デコ体験
（①１,０００円【素敵な額付き】②５００円～１,０００円）
１４時　園長とあそぼう（要3０名　１００円）
　　　 ～初夏の雑木林にある花のスケッチ～
１４時　園長の自然教室（要2０名　３００円）
　　　 ～初夏の雑木林の植物観察～

７
日
㈯
１３時　ペーパーフラワー講（要2０名　１００円）
　　　  ～母の日に贈るカーネーション～８

日
㈰ １４時　園長とあそぼう（要3０名　１００円）
　　　 ～初夏の昆虫採集＆スケッチ～

海南市わんぱく公園 開園時間　９時～１７時

休館日　月曜（祝日の場合翌日）

５月の
イベント

◆古梅先生の人気俳句教室 ５月のみ、５月１１日㈬　１３時３０分～（１回５００円）

◆田村まさみ先生の粘土教室　５月のみ第３・第５火曜　１０時～（詳細は事務所へ）

◆守山鷲声先生の横笛教室　　毎月第４水曜　１４時～（詳細は事務所へ）

※要…要予約　講…外部講師による教室

問い合わせ　☎４８４ - ５８１０　　ホームページ　http://wanpaku.pya.jp/

１４時　園長の自然教室　（要2０名　３００円）
１４時　～わんぱく公園内でチョウの観察～

　
日
㈯

１４

１３時　オリジナルマグカップをつくろう講
１４時　～かわいくデコパージュ～
１４時　（要3０名　６００円)

　
日
㈰

１５

１４時　園長とあそぼう　（３０名）
１４時　～どうぶつ漢字クイズ～
１３時　アロマのバスソルト作り講
１４時　（要1０名　１,０００円）　

日
㈯

２１

１４時　園長とあそぼう　（3０名）
１４時　～おもしろ自然クイズ～
１３時　帽子の壁掛け講　（要1０名　４００円）
１４時　～布で作ります☆☆～

　
日
㈰

２２

１４時　園長とあそぼう　（３０名）
１４時　～園長のどうぶつ漢字クイズ合戦～

　
日
㈯

２８

１３時　風船あんどんをつくろう講
１４時　（要1０名　６００円）　

日
㈰

２９

１４時　森の学校講　～クイズラリー～
１４時　（要2０名　１００円）

◇毎週土曜１２時～　わんぱく紙芝居

◇毎週土・日曜１２時３０分～　わんぱくウルトラクイズ

◇毎週土・日曜１２時４５分～　ジャンケンポン大会　　１４時頃～　クラフト体験

自主定例

イベント

マ
リ
ア
幼
稚
園
か
ら

第
　
回
和
歌
山
県

６１
　
　
母
親
大
会

五
月
山
子
ど
も
園
園
庭
開
放

日
時
　
５
月
　
日
㈮

２０

　
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

対
象
　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

問
い
合
わ
せ
　
五
月
山
こ
ど
も
園

（
☎
４
８
３
‐
８
８
８
８
）
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夜間の問い合わせ
㈶和歌山県救急医療情報センター（☎４２６ - １１９９）

☎4８４ ‐ ５００１名高さくらクリニック０１日㈰
☎4８２ ‐ ５０６３船尾石本病院

０３日㈫
☎4８９ ‐ ６８００紀美野町

小畑谷田クリニック

☎4８７ ‐ ３１００沖野々木村医院
０４日㈬

☎4９２ ‐ ５１３１下津町
小南下津クリニック

☎4８３ ‐ １０３３船尾恵友病院
０５日㈭

☎4９２ ‐ ０１３２下津町
下津かわむら医院

☎４９２ ‐ ２２００下津町
黒田石川医院 ０８日㈰

休日在宅当番医　５月　※受付９時～１６時

※諸事情により変更する場合があります。

スーパーセンターオークワ
海南店

１０：００～１２：００
２２日㈰

１３：００～１６：３０

献血にご協力ください　５月

☎48９ ‐ ６１００紀美野町
動木みぞばたクリニック １５日㈰

☎4８５ ‐ ２３２２阪井たきもと内科クリ
ニック ２２日㈰

☎48７ ‐ ２８８８野上中田尻内科胃腸科 ２９日㈰

※一部変更する場合もありますので、市役所、消防署、
日刊紙などでお確かめください。

▼
内
科
等
で
通
院
治
療
中
の
人

は
、
主
治
医
に
要
相
談
。

▼
医
療
機
関
の
受
け
入
れ
状
況

に
よ
り
、
締
め
切
る
場
合
有
。

▼
市
の
承
認
を
受
け
ず
に
受
診

し
た
場
合
、
全
額
自
己
負
担
。

人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
項
目
　

尿
検
査
・
血
液
検
査
・
心
電
図

検
査
・
便
潜
血
反
応
検
査
・
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
・
胃
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
撮
影
ま
た
は
胃
内

視
鏡
検
査（
胃
カ
メ
ラ
）・
眼

底
検
査
・
腹
部
エ
コ
ー
検
査
等

受
診
医
療
機
関
名

　
石
本
病
院
・
海
南
医
療
セ
ン

タ
ー
・
笠
松
病
院
・
木
村
医

院
・
恵
友
病
院
・
さ
く
ら
ク
リ

ニ
ッ
ク
・
橋
本
胃
腸
科
・
野
上

厚
生
総
合
病
院
　

自
己
負
担
額
　
３
，
０
０
０
円

※
受
診
時
に
医
療
機
関
で
支
払

定
員
　
１
０
０
人
（
う
ち
海
南

医
療
セ
ン
タ
ー
は
　
人
）

３０

問
い
合
わ
せ
　
健
康
課

　（
☎
４
８
３
‐
８
４
４
１
）

　
ラ
ジ
オ
体
操
は
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
手
軽

に
で
き
る
運
動
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
日
時
　
５
月
　
日
㈬

１１

　
　
　
　
９
時
～
９
時
　
分
３０

　
場
所
　
大
東
小
学
校
ゲ
ー
ト

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

人
間
ド
ッ
ク
の
実
施

対
象
者
　
和
歌
山
県
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
で

市
民
の
人

受
付
期
間
　
６
月
１
日
㈬
～
　１０

　
月
　
日
㈪
（
土
日
祝
を
除
く

３１
８
時
　
分
～
　
時
　
分
）

３０

１７

１５

受
付
場
所
　
健
康
課
（
海
南
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
、
下
津

行
政
局
、
各
支
所
・
出
張
所

申
込
時
に
必
要
な
も
の

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
、後
期
高
齢
者
健
康
診
査

受
診
券（
５
月
下
旬
に
対
象
者

に
送
付
）、
受
診
希
望
者
の
認

印（
代
理
で
の
申
込
の
場
合
）

注
意
事
項
　

▼
同
一
年
度
内
に
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
実
施
の
健
康

診
査
を
受
診
し
た
場
合
、
対

象
外
。

　
　
　
　
ボ
ー
ル
場

②
日
時
　
５
月
　
日
㈮

１３

　
　
　
　
　
時
　
分
～
　
時

１３

３０

１４

　
場
所
　
大
谷
団
地
広
場

③
日
時
　
５
月
　
日
㈪

１６

　
　
　
　
８
時
　
分
～
９
時

３０

　
場
所
　
し
こ
ね
広
場

④
日
時
　
５
月
　
日
㈮

２０

　
　
　
　
　
時
～
　
時
　
分

１０

１０

３０

み
ん
な
で
ラ
ジ
オ
体
操

　
場
所
　
岡
田
商
業
団
地
の
公
園

〈
共
通
事
項
〉

対
象
　
概
ね
　
歳
以
上
の
市
民

６０

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
①
③
④
は
雨
天
延
期

②
は
雨
天
時
は
児
童
館
で
実
施

問
い
合
わ
せ
　

　
高
齢
介
護
課
地
域
支
援
係
　

　（
☎
４
８
３
‐
８
７
６
２
）
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Health information

　海南医療センターは、病床数１５０床の海南市の中核総合病院です。

　病院運営の基本理念である「博愛と信頼」を体現し、地域住民の健

康と生命を守るという使命を果たしたいとの思いで職員一同、日常診

療に意欲的に取り組んでいます。

　今後の医療の方向性を考えると、医療センターの果たすべき役割と

して大きく二つあると考えます。

　一つは、医療の高度化やニーズの多様化に対応する医療の技術と設

備の整った急性期医療を行う本来の病院機能を充実させることです。

　また、もう一つは、急速に進んでいる高齢化社会に適した医療環境の整備をめざして、地域の

医療機関と連携し、在宅医療さらには介護まで包括した地域医療ネットワークを構築するととも

に、その中心機能を持つ病院となることです。

　私たちは、この二つの役割を果たすため、職員一

丸となって日々努めてまいりたいと考えています。

　そのためには、地域住民の皆さまとの交流は当然

必要ですが、市当局、保健所、医師会等とのさらな

る緊密な連携が必要となってきます。

　今後の海南医療センターの活動にご支援、ご協力

をよろしくお願いします。

〈基本理念〉博愛と信頼　市民とともに新たなる進化をめざして

〈基本方針〉１. 市民から信頼される、安全で良質な医療を提供します。

　　　　　　２. 地域の中核病院として、関係機関と連携し、地域医療の発展に貢献します。

　　　　　　３. 患者さまの尊厳・権利を尊重し、地域の人 に々開かれた病院づくりを進めます。

　　　　　　４. 教育・研修機能を高め、医療レベルの向上と人間性豊かな医療人の育成に努めます。

　　　　　　５. 公共性を堅持しつつ、経営の健全化を図り、安定した病院運営を目指します。

日時　５月13日㈮・27日㈮
　　　10時３０分～11時３０分
場所　総合体育館
講師　小西美智子さん

日時　５月10日㈫～３１日㈫の毎週火曜日
　　　19時～21時
場所　東部テニスコート

大人のテニス教室（参加費１回１,０００円）

健康体操教室（参加費１回３００円）

元気アップ教室（ダンベル体操）
　　　（参加費１回３００円）

日時　５月10日㈫～31日㈫の毎週火・木曜日

▼１７時～18時　（参加費１回８００円）

▼１８時～19時　（参加費１回１,０００円）
場所　東部テニスコート

東部ジュニアテニス教室

問 東部テニスコート（☎４８７ ‐ ４４００） 問 総合体育館（☎４８３ ‐ ４３００）

日時　５月10日㈫・24日㈫　１３時３０分～１５時
場所　市民体育館　　講師　小西美智子さん

　院長　山田 陽一
医 療センターのご紹介

通信

医療センター

問 海南医療センター
 （☎４８２‐４５２１）

海南市スポーツ振興グループからのお知らせ
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▼下津図書館　『異類婚姻譚』
　本谷 有希子／著　（講談社）

　専業主婦の私は、ある日、
自分の顔が夫とそっくりに

なっていることに気付き･･

･。「夫婦」という形式への

違和を軽妙洒脱に描いた表

題作ほか、全４編を収録。

▼児童図書館　『モリくんのいちごカー』
かんべ あやこ（くもん出版）
　きつねさんの誕生日に

素敵なサプライズがあり

ましたよ。ほかのシリー

ズも読んでみてください

ね。

有
料
広
告

臨臨時休館のお知ら時休館のお知らせせ（館内整理日）（館内整理日）

 5月27日㈮（両館とも）
　館内整理のため休館しますので、

ご協力お願いします。

休館中の返却について

　本・雑誌は返却ポストへ、その他

は開館時にお願いします。

絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵本本本本本本本本本本ののののののののののよよよよよよよよよよみみみみみみみみみみかかかかかかかかかかたたたたたたたたたたりりりりりりりりりり会会会会会会会会会会本のよみかたり会　　５月１４日㈯
●下津図書館（対面朗読室）

　時間　１４時～１４時３０分

　内容　紙芝居「こいのぼりさんありがとう」

　　　　絵本「スイミー」他

　読み手　「てんとうむし」の皆さん

●児童図書館（２階）

　時間　１５時～１５時３０分

　内容　「こぐまちゃんのうんてんしゅ」他

　読み手　「ぐりとぐらの会」の皆さん

おおおおおおおおおおおははははははははははななななななななななしししししししししし会会会会会会会会会会＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆手手手手手手手手手手遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊びびびびびびびびびびううううううううううはなし会＆手遊びうたたたたたたたたたたた
●下津図書館（市民交流センター２階和室）

　日時　５月２２日㈰１５時～１５時３０分

　読み手　「おたまじゃくし」の皆さん

●児童図書館（２階）

　日時　５月２９日㈰１５時～１５時３０分

　読み手　「どんぐり」の皆さん

図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館ポポポポポポポポポポイイイイイイイイイインンンンンンンンンントトトトトトトトトトララララララララララリリリリリリリリリリ書館ポイントラリーーーーーーーーーーー
　昨年度１００ポイント達成者（２人）

　おおとみ こうへいくん

　おおとみ りゅうのすけくん
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有
料
広
告

募
集

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
募
集

　
水
の
特
性
を
活
か
し
た
体
力

ア
ッ
プ
等
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

【
火
曜
コ
ー
ス
】
９
時
～
　
時
　
分

１０

30

①
９
月
　
日
～
３
月
　
日

２７

１４

【
金
曜
コ
ー
ス
】
９
時
～
　
時
　
分

１０

30

②
４
月
　
日
～
９
月
　
日

２２

１６

③
９
月
　
日
～
３
月
　
日

２３

１７

※
各
コ
ー
ス
全
　
回
２０

参
加
費
　
１
回
５
０
０
円（
保

険
料
込
）

対
象
者
　
　
歳
以
上
の
市
民

６５

※
泳
げ
な
く
て
も
可
・
途
中
か

ら
の
参
加
も
可

い
き
い
き
水
中
運
動
教
室

※
送
迎
あ
り
。
た
だ
し
、
北
・

中
・
南
野
上
地
区
は
火
曜

コ
ー
ス
の
み
、
下
津
地
区
は

金
曜
コ
ー
ス
の
み
の
送
迎
と

な
り
ま
す
。

定
員
　
各
　
人
（
先
着
順
）

２０

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
高
齢
介
護
課
地
域
支
援
係

（
☎
4
8
３
‐
８
７
６
２
）

【
後
期
】７
月
９
日
㈯
・
　
日
㈰

１０

定
員
　
　
人
３０

受
講
資
格
　
　
歳
以
上
　
歳
未

２５

６５

満
で
犯
罪
被
害
者
支
援
活
動

に
参
加
で
き
、
原
則
全
日
程

を
受
講
で
き
る
人

会
場
　
和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛

応
募
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
５
月
２
日
㈪

か
ら
６
月
３
日
㈮
ま
で
に
郵

送
ま
た
は
持
参
。
申
込
書
は

紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
で
配
布

受
講
料
　
申
込
金
２
，
０
０
０
円

　
前
期
後
期
受
講
料
各
３
，
０

０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
公
益
社
団
法
人
　
紀
の
国
被

　
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
4
２
７
‐
２
１
０
０
）

募
集
人
員
　
２
名
程
度

検
針
場
所
　
船
尾
・
黒
田
・
橘

本
・
青
枝
他

委
託
料
　
５
７
，５
０
０
円
～
６

２
，８
０
０
円（
件
数
に
よ
る
）

応
募
資
格
　
普
通
自
動
車
免
許

か
自
動
二
輪
免
許
保
持
者
で
、

使
用
す
る
車
両
を
自
分
で
提

　
地
震
等
に
よ
り
水
道
施
設
が

被
災
し
た
場
合
、
復
旧
す
る
ま

で
の
間
、
生
活
用
水
（
飲
用
水

以
外
の
ト
イ
レ
、
掃
除
等
に
使

用
す
る
水
）
を
確
保
す
る
た
め
、

「
災
害
時
協
力

井
戸
」
と
し
て

登
録
い
た
だ

け
る
井
戸
を

募
集
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
井
戸

次
の
全
て
の
要
件
を
み
た
す
も
の

・
市
内
に
所
在
し
、
今
後
も
井

　
戸
と
し
て
使
用
す
る
も
の

・
災
害
時
に
取
水
で
き
る
ポ
ン

　
プ
な
ど
を
備
え
た
も
の

『
災
害
時
協
力
井
戸
』の
募
集

被
害
者
支
援
活
動
員
養
成
講
座

日
程
　【
前
期
】６
月
　
日
㈯
・

１１

　
日
㈯
・
７
月
２
日
㈯

２５

供
で
き
る
人

選
考
方
法
　
書
類
審
査
・
面
接

申
込
　
５
月
　
日
㈭
～
　
日
㈪

１２

３０

の
間
に
履
歴
書
を
左
記
窓
口

へ
持
参（
土
日
を
除
く
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
水
道
部
業
務
課

（
☎
４
８
３
‐
８
７
５
０
）

・
外
部
か
ら
の
汚
染
が
な
く
、

　
生
活
用
水
と
し
て
適
当
な
水

　
質
で
あ
る
こ
と

・
災
害
時
に
地
域
住
民
等
に
井
戸

　
水
を
無
償
提
供
で
き
る
も
の

・
井
戸
の
所
在
地
、
所
有
者
等

の
情
報
の
公
表
に
同
意
で
き

る
も
の

申
込
受
付
　
５
月
２
日
㈪
か
ら

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
危
機
管
理
課

（
☎
4
8
３
‐
８
４
０
６
）

　
次
の
対
象
に
該
当
す
る
船
舶

を
所
有
し
、
築
地
地
区
係
留
施

設
に
係
留
を
希
望
す
る
人
は
、

左
記
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
希
望
者
が
多
数
の
場

合
は
、
旧
市
内
海
域
に
現
在
船

舶
を
係
留
し
て
い
る
人
で
、
和

歌
山
県
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の

築
地
地
区
係
留
施
設
使
用
者

係
留
保
管
の
適
正
化
に
関
す
る

条
例
に
基
づ
き
届
出
を
し
て
い

る
人
を
優
先
し
、
そ
の
中
か
ら

抽
選
と
な
り
ま
す
。

対
象
　
船
長
　
ｍ
、船
幅
2
・
8

１０

ｍ
ま
で
の
船
舶（
5
隻
ま
で
）

使
用
料
金
　
１
カ
月
ご
と
船
長

１
ｍ
に
つ
き
1
，
0
8
0
円

（
市
内
在
住
者
は
別
途
規
定
）

申
請
締
切
　
５
月
　
日
㈬
　
時

２５

１７

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　
管
理
課（
☎
４
８
３
‐
８
４
８
９
）
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有
料
広
告

タ
ー
（
高
齢
介
護
課
内
）

　
（
☎
4
８
３
‐
８
７
６
２
）

第
　
回
童
謡
を
歌
う
集
い

14

　
童
謡
に
加
え
て
、
な
つ
か
し

の
抒
情
歌
な
ど
を
ご
一
緒
に
歌

い
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
５
月
　
日
㈰
　
時
　
分
～

１５

１３

３０

場
所
　
海
南
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

料
金
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
井
澤
さ
ん

（
☎
４
８
７
‐
２
３
２
３
）

　
国
の
登
録
有
形
文
化
財
で
あ

る
山
本
勝
之
助
商
店
、
山
本
家

住
宅
の
一
般
公
開
を
行
い
ま
す
。

　
阪
井
に
あ
る
山
本
勝
之
助
商

店
、
山
本
家
住
宅
は
明
治
時
代

後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
建
て
ら

れ
た
建
物
群
で
す
。
今
回
は
普

段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
建

物
の
内
部
を
見
学
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。

日
時
　
６
月
４
日
㈯
　
　
時
１４

定
員
　
　
人
３０

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
左
記
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
５

月
　
日
㈮
必
着

２０

※
当
日
の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
現
地
に
は
駐
車
場
は
あ
り
ま

　
せ
ん
の
で
、
お
越
し
の
際
は

必
ず
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
6
4
9
‐
0
1
2
1

海
南
市
下
津
町
丸
田
２
１
７

番
地
１

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
文
化
振
興
係

　（
☎
４
9
2
‐
0
1
4
3
）

山
本
勝
之
助
商
店
、山
本
家

一
般
公
開
の
お
知
ら
せ

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

で
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
５
月

　
　

日

㈰
　

２２

１４

　
時
　
分
～

１５

場
所
　
市
民

　
交
流
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

出
演
　
濵
端
佳
世
（
ピ
ア
ノ
）

料
金
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
☎
４
９
２
‐
４
４
９
０
）

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　
認
知
症
の
人
が
活
動
を
楽
し

み
、
介
護
す
る
家
族
が
情
報
交

換
や
ひ
と
休
み
で
き
る
場
で
す
。

日
時
　
５
月
　
日
㈫

２４

　
　
時
～
　
時

１３

１５

場
所
　
フ
ァ
ー
ス
ト
ガ
ー
デ
ン

（
名
高
５
３
２
‐
１
４
　
海
南

駅
前
一
番
街
商
店
街
内
）

参
加
費
　
１
０
０
円
（
希
望
者

の
み
手
芸
等
の
材
料
費
５
０

０
円
程
度
）

問
い
合
わ
せ

▼
公
益
社
団
法
人
認
知
症
の
人

と
家
族
の
会
和
歌
山
県
支
部

（
☎
４
３
２
‐
７
６
６
０
）

▼
高
齢
介
護
課
地
域
支
援
係
　

　（
☎
４
８
３
‐
８
７
６
２
）

認
知
症
カ
フ
ェ

～
や
す
ら
ぎ
カ
フ
ェ
～

イ
ベ
ン
ト

軽
ト
ラ
市

　
地
元
の
農
産
物
、
海
産
物
を

生
産
者
が
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
直
接

販
売
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

日
時
　

　
５
月
８
日
㈰

９
時
～
　
時
　
分

１０

３０

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者

で
あ
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を

養
成
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
５
月
　
日
㈭
　
時
～
　
時

１９

１５

１６

場
所
　
海
南
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
無
料

申
込
期
限
　
５
月
　
日
㈫

１７

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
海
南
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

教
室
・
講
座

場
所
　
Ｊ
Ｒ
海
南
駅
西
側
広
場

出
店
台
数
　
約
　
台
１５

問
い
合
わ
せ
　
産
業
振
興
課

（
☎
4
8
3
‐
8
4
6
4
）　
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果
樹
共
済
は
、
掛
金
の
半
分

を
国
が
負
担
し
、
農
家
の
皆
さ

ま
が
自
然
災
害
な
ど
で
受
け
た

損
害
を
補
て
ん
す
る
公
的
保
険

制
度
で
す
。
詳
し
く
は
、
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
和
歌
山
中
部
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
　
６
月
　
日
㈭
ま
で

３０

問
い
合
わ
せ
　
海
草
支
所

（
☎
４
８
２
‐
２
２
０
５
）

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
和
歌
山
中
部
か
ら

お
知
ら
せ

　
市
で
は
、
経
済
的

な
理
由
に
よ
り
子
ど

も
が
小
・
中
学
校
に

通
学
す
る
う
え
で
必

要
な
費
用
（
学
用
品

費
や
給
食
費
等
）
を

負
担
す
る
の
が
困
難

な
保
護
者
に
対
し
て
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。
援

助
を
希
望
す
る
場
合
は
、
各
学

校
ま
た
は
教
育
委
員
会
総
務
課

ま
で
ご
相
談
の
う
え
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
所
得
状
況
等
に
よ
り
援
助
が

　
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
各
学
校
ま
た
は

　
教
育
委
員
会
総
務
課

（
☎
４
９
２
‐
３
３
４
７
）

就
学
を
援
助
し
ま
す

　
調
査
は
、
調
査
員
が
訪
問
し

調
査
票
へ
の
記
入
を
依
頼
す
る

方
法
、
ま
た
は
支
社
等
が
あ
る

企
業
の
本
社
に
国
が
直
接
調
査

票
を
郵
送
す
る
方
法
の
い
ず
れ

か
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
調
査
員
に
よ
る
調
査
の
対
象

事
業
所
に
は
、

５
月
中
旬
か
ら

調
査
員
が
ご
協

力
の
お
願
い
と

調
査
票
の
配
布

に
お
伺
い
し
ま

す
。
皆
様
の
調

査
へ
の
ご
理
解
・
ご
回
答
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
回
答
方
法
は
、
調
査
員
に
調

査
票
を
提
出
す
る
方
法
の
ほ
か
、

パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
オ
ン
ラ

イ
ン
で
も
ご
回
答
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
統
計
係

（
☎
４
８
３
‐
８
６
０
３
）

　
平
成
　
年
６
月
１
日
現
在
で
、

28

全
国
の
す
べ
て
の
事
業
所
及
び

企
業
を
対
象
と
し
た
「
平
成
　28

年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

経
済
セ
ン
サ
ス
・
活
動
調
査

有
料
広
告

　
市
で
は
、
水
環
境
保
全
対
策

の
一
環
と
し
て
、
高
い
処
理
能

力
を
持
つ
浄
化
槽
の
設
置
に
つ

い
て
、
設
置
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

補
助
対
象

▼
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
に
、

２９

３１

浄
化
槽
の
設
置
工
事
を
完
了

し
、
補
助
金
交
付
に
係
る
必

要
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
。

▼
　
人
槽
以
下
の
場
合
は
全
国

１０合
併
処
理
浄
化
槽
普
及
促
進

市
町
村
協
議
会
の
登
録
制
度

に
登
録
さ
れ
た
機
種
で
あ
る

こ
と
。

▼
個
人
が
市
内
に
設
置
す
る
住

宅
（
延
床
面
積
の
２
分
の
１

以
上
を
居
住
に
用
い
る
建

物
）
で
、
営
利
を
目
的
と
し

て
い
な
い
こ
と
。

▼
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と
。

申
込
受
付
期
間

５
月
　
日
㈮
～
　
月
　
日
㈭

１３

１２

１５

（
土
日
祝
除
く
）

※
申
込
状

　
況

に

応

　
じ

受

付

を

延

長

す

る

場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
代
理
人
で
も
構

い
ま
せ
ん
。

受
付
時
間

　
８
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１７

１５

受
付
場
所

　
環
境
課
（
本
庁
３
階
）

申
込
時
に
必
要
な
も
の

印
鑑
（
認
印
可
）、
浄
化
槽
の

人
槽
や
住
宅
延
床
面
積
の
分

か
る
書
類

補
助
金
額

▼
５
人
槽
　
　
　
　
万
２
千
円

３３

▼
６
～
７
人
槽
　
　
万
４
千
円

４１

▼
８
～
　
人
槽
　
　
万
８
千
円

５０

５４

※
単
独
処
理
浄
化
槽
（
ト
イ
レ

　
の
汚
水
の
み
を
処
理
す
る
浄

　
化
槽
）
の
撤
去
を
同
時
に
行

　
う
場
合
、
９
万
円
を
上
限
に

　
単
独
浄
化
槽
の
撤
去
費
用
の

　
補
助
も
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
　

　（
☎
４
８
３
‐
８
４
５
６
）

浄
化
槽
の
設
置
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
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内容（講師）日時場　所
演舞鑑賞
（南中ソーラン忍隊）

１４日㈯
１４：００～黒江防災コミュニティ

センター
（緯４８３ - ５２２０） 健康体操

（小西美智子さん）
２６日㈭
１４：００～

健康体操
（小西美智子さん）

６日㈮
１４：００～日方公民館

（緯４８２ - ６８６５） 節電の取組について
（県環境生活総務課）

１３日㈮
１４：００～

健康体操
（小西美智子さん）

１３日㈮
１４：００～内海公民館

（緯４８２ - ２１５８） 社会見学
（神戸・京都方面）１５日㈰

健康講座
（坂口健太郎さん）

７日㈯
１４：００～大野公民館

（緯４８３ - ５１５０） 健康体操
（小西美智子さん）

２０日㈮
１４：００～

教養講座（電気について）
（関西電気保安協会）

１７日㈫
１４：００～亀川公民館

（緯４８３ - ５２８２） 健康体操
（小西美智子さん）

２３日㈪
１４：００～

人権講座１３日㈮
１４：００～巽コミュニティセンター

（緯４８７ - ４７５３） 健康体操
（小西美智子さん）

１６日㈪
１４：００～

コンサート
（東海南中学校音楽部）

１４日㈯
１４：００～北野上公民館

（緯４８８ - ０９８８） 健康体操
（小西美智子さん）

１７日㈫
１４：００～

人権講座
（井澤慶三さん）

１０日㈫
１４：００～中野上公民館

（緯４８７ - ４７２６） 健康体操
（小西美智子さん）

１９日㈭
１４：００～

健康体操
（小西美智子さん）

１２日㈭
１４：００～南野上公民館

（緯４８７ - １４８１） 人権講座&歌
（井澤慶三さん）

１９日㈭
１４：００～

自転車安全講座
（海南警察署）

１７日㈫
１４：００～市民交流センター

１９日㈭
１４：００～

下津防災コミュニ
ティセンター

２５日㈬
１４：００～

塩津コミュニティセ
ンター

知っておきたい相続、遺言の
話（金融広報アドバイザー）

２７日㈮
１４：００～

大崎会館
（緯４９２ - ２１１０）

健康体操
（小西美智子さん）
※１１、２５日は初心者向け

１１日、１８日、
２５日㈬
１４：００～

拝待体育館

申し込み・問い合わせ

▼各地区公民館
　（開館時間１３時３０分～１７時、１９時～２１時３０分）

▼下津地域の教室について
　下津防災コミュニティセンター（☎４９２ - ０２５１）

▼拝待体育館の健康体操について
　教育委員会生涯学習課（緯４９２ - ３３４９）

対象　概ね５０歳以上の人
受講料　無料
（材料費等は自己負担）

お
知
ら
せ

▼
市
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
水

　
泳
競
技
大
会

容
で
延
滞
金
が
課
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
不
利
益
を
受
け

な
い
よ
う
、
納
期
限
内
で
の
納

付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
病
気
、
失
業
等
の
理

由
で
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

各
債
権
を
所
管
す
る
担
当
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課

（
☎
４
８
３
‐
８
５
９
０
）

　
納
期
限
内
に
納
付
が
な
さ
れ

な
い
場
合
に
は
、
期
限
内
に
納

付
さ
れ
た
人
と
の
公
平
性
を
保

つ
た
め
、
海
南
市
債
権
管
理
条

例
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
の
全

て
の
債
権
（
保
育
料
な
ど
）
で

延
滞
金
が
課
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
完
納
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
に

応
じ
て
、
税
金
等
と
同
様
の
内

全
て
の
公
債
権
で
延
滞
金
が
発

生
し
ま
す

市
民
温
水
プ
ー
ル
か
ら

日
時
　
５
月
　
日
㈰
　
時
～

２９

10

場
所
　
市
民
温
水
プ
ー
ル

※
一
般
の
プ
ー
ル
使
用
は
　
時
１０

　
～
　
時
の
間
中
止
と
な
り
ま
す

１５

▼
　
時
～
　
時
　
分
は
無
料
開

１５

１６

５０

　
放
で
営
業
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　

　
市
民
温
水
プ
ー
ル

（
☎
４
８
3
‐
8
7
3
1
）

対象　ことばの育ちに不安を感じる園児・児童
　　　※受講前に、言語聴覚士との面談が必要
活動内容　
　　　フリートークや絵本の音読等、言語の訓練
実施日時　
　　　毎週金曜日（変更可能）１８時から１　　
　　　時間程度
開催場所　
　　　市民会館
受講料　無料
申込・問合せ　
　　　教育委員会生涯学習課　（緯４９２ -３３４９）

「ことばの教室」の受講生募集

　和歌山県言語聴覚士会に所属する言語聴覚
士が、受講者の「ことばの育ち」を支援していま
す。受講を希望する人は、下記までご連絡くだ
さい。
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日…日程　時…時間　場…場所　相…相談者　☎…電話番号

※相談はすべて無料です。

相談　５月
consult information

心配ごと相談
日 毎週金曜日　時 １０時～１６時

場 海南保健福祉センター１階

　 相談室１

☎ ４８３‐６７７７

日 １０日㈫・２５日㈬   時 １３時～１６時

場 下津保健福祉センター２階

　 ボランティア活動室

☎ ４９３‐２７１１

※詳細は、広報紙「かいなんし社

協」をご覧ください。

消費生活相談（電話相談可）
日 １２日㈭　　時 １３時～１６時

場 海南保健福祉センター１階

　 相談室１　　

☎ ４８３‐８４５５

子育て何でも相談（予約制）
日 １３日㈮　　時１０時～１５時

場 子育て推進課　

相 和歌山児童家庭支援センター

 きずな

☎ ４８３‐８４３０

海南医療センター医療相談
日 月～金（祝日除く）

時  ８時３０分～１７時

場 地域連携室　　☎ ４８３‐８７８５

法律（弁護士）相談（予約制）

日 １０日㈫　　時 １３時～１５時３０分

場 住民センター　　☎４８７‐１８３９

日 ２４日㈫　　時 １３時～１６時

場 海南保健福祉センター

　 １階　相談室１

☎ ４８３‐８４５４

※申込は相談日の１週間前から

（休日除く、９時～１７時）

先着１０人

教育相談
日 月～金（祝日除く）

時 ８時３０分～１７時

場 市民会館　　☎ ４８２‐２５０７

日 月～金（祝日除く）

時 ８時３０分～１７時１５分

場 教育委員会　　☎ ４９２‐３３４８

市民相談・家庭児童相談
日 月～金（祝日除く）

時 ９時～１６時３０分

場 市役所１階　市民相談室・家庭

 児童相談室・母子相談室

☎ ４８３‐８４５４

障害者相談（予約制）

身体・知的

日 １１日㈬　　時 ９時３０分～１２時

場 下津保健福祉センター

日 １１日㈬　　時 １３時３０分～１６時

場 海南保健福祉センター

相 療育センターＡＯＩ

☎ ４８３‐０４５４

相 障害児者相談支援事業所らん

☎ ４９４‐３５３９

精神

日 ２５日㈬　　時 ９時３０分～１２時

場 下津保健福祉センター

日 ２５日㈬　　時 １３時３０分～１６時

場 海南保健福祉センター

相 野上厚生病院　　

☎ ４８９‐２９０８

相 障害児者相談支援事業所らん

☎ ４９４‐３５３９

健康相談
日 ２４日㈫　　時 １４時～１５時

場 住民センター　　

※血圧測定や検尿も無料。

健康手帳持参（お持ちの人）。

☎ ４８３‐８４４１

行政相談（国）
日 １３日㈮・２７日㈮

時 １０時～１６時

場 海南保健福祉センター

日 １０日㈫

時 １３時３０分～１６時

場 下津保健福祉センター

☎ ４８３‐８４５５

海南保健所各種相談
健康相談・エイズ検査・肝炎ウイ

ルス検査（以上、予約制）

日 ９日㈪・２３日㈪

時 ９時３０分～１０時３０分(受付)

検便 日 ９日㈪・２３日㈪

時 ９時３０分～１０時３０分(受付)

骨髄バンク登録検査（予約制）

日 ９日㈪・２３日㈪

時 １０時３０分～１１時３０分

こころの健康相談（要予約）

日 １１日㈬・２５日㈬ 

時 １３時３０分～

医療安全相談 日 月～金（祝日除く）

☎ ４８２‐０６００

■固定資産税税　　　　　　第１期　税務課収納係（☎４８３‐８４１８）

■軽自動車税　　　　　　　全１期　税務課収納係（☎４８３‐８４１８）

※納付には、便利・確実・安心な口座振替をお勧めします。

納期限のお知らせ

５月３１日㈫
納期限までの納付を

生活支援相談
日 月～金（祝日除く）

時 ８時３０分～１７時１５分

場 生活支援相談窓口

（社会福祉課）

☎ ４８３‐８４３２
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